


・人間情報行動計測　　　　・インターネット技術

・プロセスシミュレーション　・仮想現実感技術

・知識工学、ニューラルネット・拡張現実感技術

・実時間認知行動推定器

・視覚系指標計測機能付き

ヘッドマウンテッドディスプレイ

・人間機械系動特性シミュレーションシステム

・プラント診断や保守作業訓練などの運転保守支援技術
・Webによるエネルギー教育支援や

リスクコミュニケーション手法

京
都
大
学
大
学
院
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
研
究
科
長
（
シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
主
宰
）

吉
川
柴
和
教
授

「
共
生
聖
書
ヒ
子
マ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
」

私
が
本
年
3
月
末
に
退
職
を
迎
え
る
京
都
大

学
大
学
院
工
ネ
ル
ギ
1
科
学
研
究
科
は
、
平
成

8
年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

科
学
研
究
科
創
設
以
来
の
一
〇
年
間
、
皆
様
の

お
陰
で
楽
し
く
有
意
義
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

工
ネ
ル
ギ
1
科
学
研
究
科
は
、
「
イ
ン
タ
ー

プ
ア
カ
ル
テ
ィ
な
教
育
研
究
組
織
に
よ
る
二
十

一
世
紀
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
克
服
」
を
そ
の

創
設
理
念
と
し
て
、
文
理
融
合
の
新
複
合
領
域

と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
の
創
成
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
科
学
の
専
門
学
識
を
持
つ
人
材
の
育
成
、

社
会
へ
の
貢
献
を
目
標
に
、
教
育
研
究
活
動
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
私
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
社
会
・
環
境
科
学
専
攻
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
情

報
学
分
野
を
担
当
し
、
研
究
室
の
ス
タ
ッ
フ
、

学
生
諸
君
と
と
も
に
、
高
度
情
報
処
理
を
適
用

し
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
研
究
と
し

て
、
技
術
と
人
間
・
社
会
の
共
生
と
調
和
を
目

指
す
新
た
な
情
報
環
境
の
研
究
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
私
が
取
り
組
ん
で
き
た
ヒ
ュ
ー
マ

ン
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
研
究
を
、
そ
の
方
法
と
主

な
テ
ー
マ
を
表
に
示
し
ま
す
。



科学技術の人・社会・環境との関わり

私
の
研
究
の
方
向
性
は
、
端
的
に
は
「
共
生
社

会
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
」
に
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
「
共
生
社
会
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン

タ
フ
ェ
ー
ス
」
と
は
何
か
、
ど
う
い
う
問
題
を
研

究
し
た
の
か
、
そ
の
結
果
は
ど
う
な
の
か
、
こ

れ
か
ら
は
ど
ん
な
こ
と
が
課
題
に
な
る
の
か
、

以
下
簡
単
に
述
べ
ま
す
。

「
共
生
社
会
」
に
は
、
高
度
複
合
化
し
た
現
代

社
会
の
様
々
な
側
面
で
、
「
望
ま
し
い
共
生
関
係
」

を
生
成
し
た
い
、
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
ー

ス
」
に
は
、
そ
の
た
め
に
「
様
々
な
「
も
の
、
こ
と
」

の
人
と
の
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
」
を
望
ま
し
い
も
の

に
し
た
い
、
と
い
う
腋
望
を
込
め
て
い
ま
す
。

「
共
生
社
会
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
」

に
は
様
々
な
側
面
が
あ
り
ま
す
。
私
の
場
合
、
「

共
生
社
会
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
」
の

ポ
イ
ン
ト
は
、
「
科
学
技
術
の
人
・
社
会
・
環
境

と
の
関
わ
り
」
の
問
題
で
す
。

そ
の
中
で
私
が
取
り
組
ん
だ
課
題
は
、
一
つ
目

に
は
社
会
の
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
機
械
シ
ス
テ

ム
と
そ
れ
の
安
全
を
支
え
る
人
々
と
の
関
係
、

そ
し
て
二
つ
目
に
は
そ
の
よ
う
な
機
械
シ
ス
テ

ム
を
支
え
る
人
々
と
社
会
・
環
境
と
の
関
係
、

で
し
た
。
私
が
こ
れ
ま
で
用
い
て
き
た
方
法
は
、

－
T
（
高
度
情
報
処
理
技
術
）
を
切
り
口
と
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の
課
題
に
共
通
す
る

命
題
は
、
「
－
T
に
よ
っ
て
、
ひ
と
び
と
が
も
の

ご
と
を
正
し
く
認
識
し
、
理
解
し
、
正
し
く
行

動
す
る
の
を
支
援
す
る
」
で
し
た
。

そ
こ
で
こ
れ
ま
で
の
結
論
で
す
が
、
一
つ
目

の
課
題
へ
の
－
T
適
用
は
効
果
が
あ
る
が
、
二

つ
目
は
な
か
な
か
難
し
い
。
そ
こ
で
そ
の
理
由

を
考
え
ま
し
た
が
、
結
局
は
「
ひ
と
」
の
問
題
に

尽
き
ま
す
。
そ
こ
に
は
、

①
ど
う
し
て
正
し
い
の
か
が
判
ら
な
い
ひ
と
も

いる、
⑦
正
し
い
と
頭
で
は
判
っ
て
い
て
も
必
ず
し
も

そ
う
す
る
と
は
限
ら
な
い
、

③
ひ
と
び
と
は
な
に
が
正
し
い
か
で
考
え
方
が

違う、
が
あ
り
ま
す
。
勿
論
、
そ
れ
ら
は
資
質
・
教
育

の
問
題
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
・
安
全
文
化
の

問
題
、
価
値
判
断
・
社
会
的
合
意
形
成
の
問
題
、

に
分
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
根
本
に
は
、

社
会
思
想
、
倫
理
、
規
範
の
問
題
が
内
在
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
を
支
え
る
機
械

シ
ス
テ
ム
と
人
々
と
の
関
わ
り
一
つ
を
と
っ
て

も
、
共
生
は
難
し
い
も
の
で
す
。

最
後
に
結
び
と
し
て
、
共
生
社
会
を
構
成
す

る
に
は
、
人
々
が
そ
の
共
生
の
規
範
の
正
当
性

を
醍
認
し
、
人
々
が
そ
の
規
範
を
共
有
し
て
一

つ
一
つ
の
問
題
を
社
会
的
に
解
決
し
て
い
く
た

め
の
効
果
的
な
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

の
考
究
を
、
今
後
の
大
き
な
課
題
と
し
て
提
起

し
、
比
白
様
に
文
理
融
合
で
の
多
面
的
な
取
り
組

み
に
よ
る
接
近
を
期
待
し
ま
す
。



プロジェクトA
「安全文化醸成リスクコミュニケーションシステム」

杉万　俊夫（すぎまんとしお）

京都大学大学院人間・環境学研究科教授

九州大学教育学部卒業
九州大学大学院教育学研究科修了
専門分野は、グループ・ダイナミックス
研究者と現場の当事者が協同的実践を展開し、
そこから協同でメッセージを発信する人間科学。
企業組織のほか、コミュニティ、教育、医療、災害、
国際協力の現場でさまざまな実践研究に取り組んでいる。
1994－ 98年、日本グループ・ダイナミックス学会会長。
近著に「コミュニティのグループ・ダイナミックス」

（京都大学学術出版会）

コミュニケーションシステム」に関する研究（代表　吉川栄和）では、妃万先生をリーダーとする
問題のアブェウティプなコミュニケーションシステム」の2つのプロジェクトがすすめられました

原
子
力
を
め
ぐ
る
ト
ー
タ
ル
な
安
全
文
化
醸
成

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
構
築

①
原
子
力
発
電
所
を
初
め
と
す
る
原
子
力
事
業
組
織
内
部
の
安
全
文
化
醸
成
、
①
原
子
力
事

業
組
織
と
広
範
な
原
子
力
関
係
者
の
問
で
の
安
全
文
化
醸
成
、
③
原
子
力
事
業
組
織
・
原
子
力

関
係
者
と
一
般
市
民
の
間
で
の
安
全
文
化
醸
成
。
本
研
究
は
、
こ
れ
ら
を
視
野
に
入
れ
て
、
原

子
力
を
め
ぐ
る
ト
ー
タ
ル
な
安
全
文
化
醸
成
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り

組
ん
だ
。
①
に
つ
い
て
は
、
組
織
行
動
を
専
門
と
す
る
研
究
者
と
、
発
電
所
で
の
勤
務
経
験
を

有
す
る
準
外
部
者
が
、
発
電
所
の
現
場
に
入
り
込
み
、
従
業
員
の
ナ
マ
の
声
を
収
集
、
発
電
所

上
層
部
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
こ
の
試
み
は
、
■
「
事
実
発
見
1
学
会
発
表
」

型
の
研
究
と
は
異
な
り
、
上
層
部
に
は
届
き
に
く
い
現
場
の
声
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ル
ー

ト
に
乗
せ
て
い
く
方
途
で
あ
り
、
言
い
か
え
れ
ば
、
「
リ
サ
ー
チ
を
媒
介
と
し
た
」
　
リ
ス
ク
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
だ
。
②
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
事
業
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
っ
て
事
故
情
報
を
共
有
す
る
た
め
に
公
開
さ
れ
て
い
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
Z
U
C
一
A
に
注

目
し
、
Z
U
C
一
A
掲
載
情
報
を
わ
か
り
や
す
い
情
報
に
加
工
、
発
信
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し

た
。
具
体
的
に
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
分
析
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
電
力
会
社
に
よ
る
事
故
・

故
障
傾
向
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
で
示
し
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
で
配
信
し
た
。
す
で
に
、
ニ
ュ
ー

ス
レ
タ
ー
の
読
者
と
の
対
話
が
始
ま
っ
て
い
る
。
③
に
つ
い
て
は
、
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
た
め
の
　
「
場
づ
く
り
」
　
の
参
加
型
技
法
を
開
発
し
た
。
n
T
I
ル
プ
レ
イ
ン
ク
や
活
動
理
論

を
援
用
し
た
技
法
は
、
興
味
あ
る
実
例
を
織
り
交
ぜ
た
D
V
D
の
形
で
リ
リ
ー
ス
さ
れ
る
予
定

である。



プロジェクトB
「HLW処分問題のア7エクテイブなWEBコミュニケーションシステム」

若林　靖永（わかばやしやすなが）

京都大学大学院経済学研究科教授

京都大学経済学部卒業
京都大学大学院経済学研究科博士後期課程単位取得退学
京都大学博士（経済学）
顧客満足を実現するマーケテイング（組織）のあり方、インターネット
を活用したマーケテイング教育等の研究をすすめるかたわら
京都市商業ビジョン推進委員会委員長、
京都市伝統産業活性化推進審議会計画検討部会長‥ 他
マーケテイング、商業の分野で広く活躍。
著書に『顧客志向のマス・マーケテイング』（同文舘）

平成15年度から平成18年度まで実施された、原子力安全基盤調査研究「原子力の社会的リスク
「安全文化醸成リスクコミュニケーションシステムの研究」と、若林先生をリータ」とする「HLW

「
ア
フ
エ
ク
テ
ィ
ブ
」
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

私
た
ち
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
平
成
十
七
年
十
月
二
十
六
日
の
原
子
力
の
日
か
ら
十
一
月
末

ま
で
「
市
民
が
考
え
る
H
L
W
（
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
）
倫
理
サ
イ
ト
」
の
公
開
実
験
を

行
い
ま
し
た
。
本
サ
イ
ト
は
平
成
十
五
年
度
か
ら
三
年
間
か
け
て
構
築
し
て
き
た
も
の
で
、
そ

こ
で
追
求
さ
れ
て
き
た
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」
ソ
ヨ
ン
の
基
本
的
な
哲
学
を
示
す
キ
ー
ワ
ー
ド

は
「
ア
ブ
工
ク
テ
ィ
ブ
」
で
す
。
A
凛
の
C
亡
く
e
と
は
「
感
情
、
情
緒
」
を
表
す
吉
葉
で
、
理
屈
、

知
識
、
論
理
に
も
と
づ
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
は
不
十
分
で
有
効
で
な
い
と
い
う
基

本
認
識
が
あ
り
ま
し
た
。
一
般
の
人
々
の
リ
ス
ク
認
知
は
専
門
家
の
よ
う
に
分
析
的
で
は
な

く
、
恐
ろ
し
さ
や
未
知
性
に
左
右
さ
れ
る
た
め
感
覚
的
な
も
の
が
多
い
で
す
。
理
屈
や
知
識
で

「
説
得
」
さ
れ
て
も
、
そ
れ
は
理
屈
で
反
論
で
き
な
い
だ
け
で
、
心
か
ら
「
納
得
」
し
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
不
安
」
　
「
恐
ろ
し
さ
」
　
「
未
知
」
　
「
わ
け
の
わ
か
ら
な
さ
」
と
い
っ

た
感
情
を
大
事
に
し
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
破
綻
す
る
の
で
す
。
私
た
ち
は
、
H
L
W

処
分
問
題
に
つ
い
て
も
、
人
々
が
自
然
に
自
発
的
に
理
解
し
直
感
的
に
納
得
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
「
ア
ブ
工
ク
テ
ィ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
名
付
け
、

そ
れ
の
実
現
を
め
ざ
す
ウ
ェ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
め
ざ
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

の
具
体
化
と
し
て
、
H
L
W
処
分
問
題
に
関
す
る
持
続
的
な
安
全
性
認
知
を
追
求
す
る
知
識

ベ
ー
ス
の
コ
ン
テ
ン
ツ
、
環
境
倫
理
を
ベ
ー
ス
と
し
た
対
話
型
コ
ン
テ
ン
ツ
、
規
範
活
性
化
理

論
に
も
と
づ
く
「
重
要
性
の
認
知
」
、
「
当
事
者
意
識
」
、
「
自
己
室
員
任
」
、
「
代
償
認
知
の
克
服
」

の
四
つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
よ
る
社
会
的
協
力
行
動
を
促
進
す
る
対
話
シ
ナ
リ
オ
、
対
話
シ
ナ
リ
オ

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
や
ア
ニ
メ
」
ソ
ヨ
ン
表
示
、
顔
に
よ
る
感
情
表
現
表
示
シ
ス
テ
ム
、
専
門
家
参

加
の
B
B
S
（
電
子
掲
示
板
）
な
ど
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
実
装
し
ま
し
た
。
公
開
実
験
は
終
了

し
ま
し
た
が
、
本
サ
イ
ト
は
現
在
も
左
記
で
公
開
中
で
す
。
ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
h
t
t
p
＝
、
、
≡
W
．
j
p
⊃
．
〇
「
爪
、
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京都大学
ミュンヘン工科大学
ワークショップ

京都大学大学院エネルギー科学研究科

下田　宏助教授

平
成
十
七
年
十
月
七
日
に
京
都
大
学
工
学
部
2
号
館
に
て

［
「
○
⊃
±
e
r
S
c
¶
e
⊃
C
e
f
O
r
S
u
s
t
a
i
⊃
a
b
一
e
一
コ
コ
○
＜
a
t
5
．
⊃
を
テ
ー

マ
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
京
都
大
学
と
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
工
科
大
学
（
以
下
、
↓
U
M
）
が
共

同
で
企
画
し
た
S
y
∃
P
O
S
E
∃
○
⊃
［
「
○
⊃
t
i
e
r
S
c
¶
e
⊃
C
e
の
一

環
と
し
て
シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
と
共
催
で
開
催
し
た
も
の
で
あ

る
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
持
続
可
能
な
社
会
の
構
成
に
向
け
て
、

知
的
生
産
戦
略
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
－
T
、
健
康
増
進
、

高
齢
社
会
な
ど
の
様
々
な
視
点
で
の
研
究
発
表
と
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
。

知
的
生
産
戦
略
で
は
、
↓
U
M
の
六
一
2
S
R
u
｛
h
教
授
よ
り
知
識
、

能
力
、
信
頼
、
威
信
、
約
束
、
協
働
な
ど
の
非
物
質
的
資
源
と
社

会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
そ
の
管
理

方
法
が
紹
介
さ
れ
た
。
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
つ
い

て
は
、
京
都
大
学
の
坂
教
授
よ
り
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
創

製
技
術
と
ア
ジ
ア
の
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
に
つ
い
て
の
紹
介

が
あ
っ
た
。
－
T
応
用
で
は
両
学
よ
り
、
遠
隔
地
間
で
の
協
働
支
援

の
た
め
の
＜
C
u
J
e
a
∃
S
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
応
用
事
例
、
P
C
を
利
用
し
た
デ
ィ
ベ
ー
ト

型
学
習
支
援
方
法
が
紹
介
さ
れ
た
。
健
康
増
進
で
は
、
高
い
価
値

と
低
い
負
荷
を
持
ち
環
境
調
和
性
に
優
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
上

げ
た
m
X
C
訂
e
運
動
の
紹
介
と
腰
筋
を
鍛
え
る
た
め
の
乗
馬
運
動

シ
ス
テ
ム
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
」
ソ
ヨ
ン
が
あ
っ
た
。
高
齢
社
会
に

つ
い
て
は
、
高
齢
者
・
準
高
齢
者
の
た
め
の
健
康
志
向
市
場
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
と
健
康
増
進
機
器
の
紹
介
、
日
本
の
福
祉
ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
や
保
険
制
度
の
現
状
と
将
来
展
望
が
紹
介
さ
れ
た
。

研
究
紹
介
と
そ
の
後
の
質
疑
応
答
は
い
ず
れ
も
積
極
的
で
あ
り
、

そ
の
中
に
は
予
定
時
間
を
か
な
り
超
過
し
て
し
ま
っ
た
も
の
も

あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
研
究
紹
介
の
他
に
も
、
京
都
大
学
の

百
周
年
時
計
台
記
念
館
前
で
Z
O
⊃
M
O
t
O
「
打
e
d
↓
「
a
⊇
C
と
題
し

て
、
健
康
増
進
と
人
力
工
ネ
ル
ギ
1
の
利
用
を
目
的
と
し
た
数
々

の
新
し
い
乗
り
物
の
な
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
た

が
、
生
憎
の
雨
の
た
め
、
小
規
模
な
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に

な
っ
た
の
が
残
念
で
あ
っ
た
。
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左　ミュンヘン工科大学の皆さんによるデモンストレ▼ シヨン

右　私も挑戦してみました

現在日本・ドイツ両政府は、「日本におけるドイツ年2005／2006」と銘打って、

我が国に広くドイツの文化・縫済・芸術・科学を紹介し、日独両国の関係強化と

今後の長期的将来に向けた両国関係の新たな発展を目指して開催される300件を

超える各種行事からなる一大事業を展開しております。本交流イベントは、その

事業の一環として、ミュンヘン工科大学より本学が指名を受け、日考刺こおける科

学フロンティアを広く日本の学協会・企業・財団の方々に紹介し、両大学　両国
の将来に向けた益々の学術研究交流の発展を目的として開催を依頼されたもので、

このような交流イベントを開催する運びとなりました。

（京都大学HPより抜粋）



入会費：1，000円・年会費：2，000円
お支払い方法は、NPO法人化が決議された後に、ご案内申し上げます。
会費制会員は、各事業に常時参力肌1ただけます。（参加費不要）

会費不要の登録会員にはメールベースの事業案内を致します。
各事業へのご参加の際は、参加費をお支払いいただきます。

一機関あたりの賛助金を、年間50，000円／口とし、

賛助会員を登録いただくと、それらの方々に会費制会員への同等の
サービスを提供するとともに、シンビオホームページへ賛助機関名を
掲載の他、ニュースレター等出版物への賛助機関の寄稿等をお願いします。
（掲載内容については・NPO法人としての趣旨に照らして抵触しないように留意致します。）

お支払い方法は、NPO法人化が決議された後に、ご案内申し上げます。

個人会員

萱緯会員

賛助会員

ht t p：／／Sym・bi o．j pnl Org／member／j oi n／

÷二二二

趣
旨
に
ご
賛
同
頂
き
会
員
登
禄
を
お
願
い
致
し
ま
す
ヾ

共
生
社
会
の
課
題
を
、
立
場
の
違
う
人
々
が
共
考
し
て
相
互

理
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
々
が
絆
を
深
め
て
心
豊
か
に
人
生

を
享
受
で
き
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
質
の
高
い
n
O
n
・
p
r
O
ご

な
文
化
活
動
、
社
会
活
動
を
目
指
し
ま
す
。

科
学
技
術
と
人
々
の
関
わ
り
を
中
心
に
、
学
術
活
動
、
国
際

連
携
活
動
、
社
会
啓
蒙
活
動
を
行
い
ま
す
。

学
術
活
動
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
を
構
成
し
、

調
査
研
究
、
出
版
、
技
術
セ
ミ
ナ
ー
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

学
生
教
育
支
援
、
若
手
研
究
者
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

国
際
連
携
で
は
、
国
際
会
議
支
援
、
国
際
産
学
連
携
事
業
支

援
、
留
学
生
支
援
、
海
外
会
員
と
の
交
流
を
お
こ
な
い
ま
す
。

社
会
啓
蒙
活
動
で
は
、
講
満
会
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ニ
ュ
ー

ス
レ
タ
ー
配
信
、
会
員
サ
ロ
ン
を
行
い
ま
す
。

構
成
で
は
、
活
動
の
中
心
に
な
る
代
表
1
名
、
副
代
表
1
名
、

各
担
当
理
事
若
干
名
、
監
事
2
名
、
会
費
制
会
員
、

会
費
不
要
の
登
録
会
員
、
賛
助
会
員
で
構
成
し
ま
す
。

シ
ン
ピ
オ
社
会
研
究
会

N
P
O
法
人
化
の
ご
案
内

S
に
「
⊃
D
百
．
ほ
璃
紅
絹
r

発
行
　
シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会

〒
3
？
芸
〇
二
泉
都
市
左
京
区
吉
田
本
町
　
京
都
大
学
大
学
院
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
研
究
科
内

シ
ン
ビ
オ
と
は
、
共
生
（
シ
ン
ビ
オ
シ
ス
）

を
意
味
し
ま
す
。
シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会

は
、
平
成
十
年
四
月
、
関
西
電
力
株
式
会

社
の
ご
寄
付
に
よ
り
、
京
都
大
学
エ
ネ
ル

ギ
ー
科
学
研
究
科
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
・
環

境
専
攻
に
設
置
さ
れ
た
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
社

会
シ
ス
テ
ム
計
画
（
関
西
電
力
）
講
座
に

よ
り
、
大
学
と
社
会
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
社

会
・
環
境
の
関
わ
り
」
を
と
も
に
考
え
る

場
と
し
て
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
寄
付
講
座

は
平
成
十
三
年
三
月
末
に
終
了
し
、
そ
の

後
、
同
専
攻
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報
学
分
野

（
吉
川
欒
和
研
究
室
）
が
中
心
に
な
っ
て
、

非
営
利
的
社
会
啓
発
活
動
を
継
続
発
展
し

て
き
ま
し
た
。
シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
は

発
足
後
七
年
を
経
て
、
今
年
は
ハ
年
目
に

な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
に
、
特
定
非
営

利
法
人
（
N
P
O
）
化
致
し
た
く
、
新
た

に
皆
様
方
に
積
極
的
な
ご
参
加
を
呼
び
か

けます。
発
起
人
設
立
総
会

N
P
O
法
人
と
し
て
登
録
す
る
に
は
、

所
要
の
登
録
書
類
一
式
を
準
備
し
て
、
発

起
人
に
よ
る
設
立
総
会
を
開
催
し
、
所
管

官
庁
に
届
け
出
て
審
査
後
、
認
定
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
発
起
人
設
立
総
会
は
、
平
成

十
八
年
七
月
十
五
日
に
、
京
都
大
学
の
会

場
で
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
登
録

い
た
だ
い
た
方
に
は
追
っ
て
案
内
状
を
差

し
上
げ
ま
す
。


